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晴れた13は空を兄あげたい

その姿が宇宙に記憶されるように

小学生だったわたしに 祖父が

望遠鋭を買ってくれた日のことを党えている

わたしはその日から宇宙に目3とめたのだ

冬の寒い よく晴れた日だった

その日わたしは望遠鋭で見る品空をおもって

なんども泣んだ西空を見あげた

天体望遠鋭を買いに行った

五十年前の祖父とわたしの姿は 今も

五十光年先の宇宙を走り続けている

よくIlれれた日は野原を歩きたい

そして空を見あげる

光の速度で宇宙の果てまで旅をする

わたしの姿を見送るために

わたしたちは宇宙の生まれた

百三十八低年前から

果てしなく出会いと別れを繰り返し

そしてこれから先も

別れと出会いを繰り返していく

わたしたちが交わした言葉や笑顔は

一瞬の後に消えていく

それらは本当になくなってしまったのでしょうか

わたしはそうは思いません

小さな声や微かな姿は

わずかな温もりとなって

宇宙に記憶されていく

消えてしまったようでも

この宇宙の直径のなかに存在し絞ける

-1稔年前も一万年前も一干年前も

咋日も今日も

わたしたちはいつも

この体いっばいに

わたしたちが最初にたてた

百三十八｛烈年前の心臓音を浴びている
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「光の速度で宇宙の果てまで旅をする わたしの姿を見送るためのJ

1. 20220503宇宙はカエルくんの唇とイカくんの頭を記憶する（映画『カエルくん消えた』より
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こんにちは。

7年前から「歩き屋」を名乗るようになりました。ひたすら歩いては

平城宮跡を歩くと発掘調査に出会うことがあります。

平城宮跡の空は索晴らしく広いのです。生駒山に夕陽が沈み、

足下の地中に遺跡があるなら、頭上の宇宙の地府にも百年前、千年前、無数の時代の

わたしたちを含む宇宙すべてのモノたちが極小の一 点から発生した

ビッグバンのエネルギー波は今も宇宙の全方向から、

古いFM受信機のノイズにはそのエネルギー波の名残が含まれているといいます

それはわたしたちの最初の心臓音です。

わたしたちはいつも、わたしたち自身の最初の心臓音を浴びつつ、わたしたちの日々の姿を宇宙に放射しています。空の広い

奈良時代の馬に乗った人たちの姿は、ここから千三百光年先を走っています。 空には

晴れた日に空を見上げれば、わたしたちのその姿は光の速度で宇宙の果てへと旅をします。






